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居場所のない若年妊婦のための
ワンストップ型支援事業

「にんしん」をきっかけに
誰もが孤立することなく

自由に幸せに生きていける社会 の実現を目指して

認定NPO法人 ピッコラーレ
代表理事 助産師 中島かおり
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midwife 女性のとなりに

中島かおり （助産師・保健師・看護師）

2019年 健やか親子２１（第２次）の中間評価等に関する検討会構成員（厚労省）

2020年 性暴力に関するＳＮＳ相談支援促進調査研究事業検討会委員（内閣府）

2021, 2022年 こども政策の推進に係る有識者会議臨時構成員（内閣府）

2023年 こども家庭審議会社会的養育・家庭支援部会 委員（こども家庭庁）

2015年 9月 助産師6名、社会福祉士1名で任意団体発足

2015年12月 ボランティアによる妊娠葛藤相談窓口「にんしんSOS東京」を開始

2016年 3月 一般社団法人にんしんSOS東京を設立

2018年 にんしんSOS埼玉を埼玉県より受託・にんしんSOSちばを千葉県より受託

2018年11月 事業の広がりに対応するため、特定非営利活動法人ピッコラーレ設立

2019年 4月 全事業を一般社団法人にんしんSOS東京から移管）

2020年 7月 他団体との協働により、居所のない妊婦のための居場所「ぴさら」を開所

2021年 1月 妊娠葛藤白書 にんしんSOS東京の現場から 出版

2022年 12月 認定NPO法人へ

メンバーは東京・埼玉・千葉・神奈川・静岡・栃木・長野・アメリカ在住

起業時の7名から現在51名へ（助産師・看護師・社会福祉士・公認心理師他）

ピッコラーレ団体概要
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「にんしん」をきっかけに 誰もが孤立することなく
自由に幸せに生きていける社会 の実現を目指して 

「にんしん」にまつわる全ての「困った」「どうしよう」に寄り添う

ビジョン

ミッション
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「にんしん」に関する考えや経験はひとりひとり違う

相手があることなので思い通りにならないという側面がある

身体や心、そして人間関係や周りの環境も変化し

それらの変化への対応が必要になる

その変化に対応できるだけの資源をその人自身が持っているかどうかで

「にんしん」が大きな困りごとになる
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子ども虐待による死亡事例等の検証結果等について
(社会保障審議会児童部会児童虐待等要保護事例の検証に関する専門委員会 第18次報告より) 

子どもの虐待死でいちばん多いのは０歳児

特定妊婦
児童福祉法：「出産後の養育について
出産前において支援を行うことが特に
必要と認められる妊婦」
2020年は8327人（厚生労働省）
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妊娠に悩む時期からの支援 妊娠葛藤相談窓口
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8年間で、全国9,465人の方々から相談が寄せられ

延べ5万1294件の相談のやり取りを行なってきました
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（2020年6月〜23年3月）
【宿泊利用】
2020年度 妊産婦7名, 新生児・幼児4名, 158泊
2021年度 妊産婦8名, 新生児・幼児5名, 414泊
2022年度 妊産婦8名, 新生児・幼児6名, 481泊

【デイ利用】
2020年度   6名 19日
2021年度 21名 47日
2022年度 15名 69日

若年妊婦のための居場所ぴさらー3年間のあゆみー発行
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居場所のない若年妊婦のためのワンストップ支援

豊島区行政・民間支援団体等
交流会実施

3団体→8団体 共同勉強会実施

30回 7回

①拠点運営の充実（「ぴさら」公的な資金のもと運営）

②豊島区における連携体制づくり（地域の妊産婦・母子を対象とした新たな拠点の展開）

③全国の仲間とのネットワークづくり

各地で取組む仲間と手を携えながら若年妊婦にとってのHOMEが日本中に生まれるための仕組みと文化をつくる
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15
ピッコラーレは持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています

SDGs目標：3．すべての人に健康と福祉を
あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を推進する

該当するターゲット：
3.7 2030年までに、家族計画、情報・教育及び性と生殖に関する健
康の国家戦略・計画への組み入れを含む、性と生殖に関する保健サービス
を全ての人々が利用できるようにする

3.8 全ての人々に対する財政リスクからの保護、質の高い基礎的な保
健サービスへのアクセス及び安全で効果的かつ質が高く安価な必須医薬品
とワクチンへのアクセスを含む、ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ
（UHC）を達成する

* UHC とは・・・
「すべての人が、適切な健康増進、予防、治療、機能回復に関するサービ
スを、支払い可能な費用で受けられる」ことを意味し、すべての人が経済
的な困難を伴うことなく保健医療サービスを享受することを目指していま
す
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さまざまな方と協力しながら

若年妊婦を支える仕組みと文化を一緒につくる

そのほかにも、以下の形でご協力くださる企業も

10万円あれば…

臨月直前の妊婦の

緊急受診費用を

1人サポートできます

100万円あれば…

妊娠に悩む方の

相談や同行支援を

100人サポートできます

300万円あれば…

産前産後の母親と生まれたば

かりの赤ちゃんの生活を

1組サポートできます

法人内基金・助成金の
寄付

協働プログラムの実施

物品の寄付

生理用品、居場所での生活
用品・・・

2万円あれば…

緊急入院時のお産セット

（衣類、衛生材料、新生

児の服など）を

1人サポートできます

イベント会場の提供

広報・プレゼン資料
の準備サポート

ランチMTGなどでの
活動紹介の機会

講演・研修のご依頼
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12/22（金）まで、活動費を集める

クラウドファンディングにチャレンジ中！

30万円〜

ぴさらご招待

感謝状の贈呈

企業ロゴのウェブ掲載

認定NPO法人への
法人寄付は、

損金算入の対象
になります
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大切なのはいつか自分のHOMEを見つけられること

「ここにいていいのだ」「生きていていいのだ」と思えること

いつでももどってくることができる場があること
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